


○それでは、平成２６年３月期の第２四半期連結決算の概要をご説明します。

○営業収益につきまして、当社の運輸収入はビジネス、観光ともにご利用が順調に推移したこと
より対前年 億 増とな た とや 本車輌製造 ジ イ 東海髙島屋 売上増等により対前年２００億円の増となったことや、日本車輌製造、ジェイアール東海髙島屋の売上増等

があったことから、連結全体では対前年２４９億円の増となりました。

○営業費用は、日本車輌製造などグループ会社の売上原価増の一方、当社の物件費が大規模
改修引当金の積立て終了と取崩し開始等により大幅に減少したことなどにより、対前年１９５億円
の減となりました。

○営業外損益は、支払利息の減の他、長期債務の早期返済損の減等により、営業外費用が対○営業外損益は、支払利息の減の他、長期債務の早期返済損の減等により、営業外費用が対
前年で１６６億円減少しました。

○その結果、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに増益となりました。



○続いて各セグメントの対前年の増減についてご説明します。

○運輸業は、当社の運輸収入が増加したこと、及び当社の物件費が大幅に減少したこと等に
より 増収増益 すより、増収増益です。

○流通業は、ジェイアール東海髙島屋や東海キヨスクの売上増等により、増収増益です。

○不動産業は、ジェイアール東海不動産の賃料収入の増等により、増収増益です。

○最後にその他のセグメントにつきましては、日本車輌製造における海外向け輸出案件の売
上増等により、増収増益となりました。上増等により、増収増益となりました。



○次に、ＪＲ東海単体の決算についてご説明します。

○運輸収入については、対前年２００億円の増、営業収益は、前年の工事補償金が減少した
となど より 対前年 億 増となりま た なお 事補償金等 は 営業費ことなどにより、対前年５９億円の増となりました。なお、工事補償金等については、営業費用

も概ね同額が減少しますので、利益への影響はありません。

○続いて、営業費用についてご説明します。

○人件費は、ジェイアールグループ健康保険組合の保険料率の引き上げなどにより、対前年
１２億円の増となりました。

○ 動力費は、円安等による電力単価の上昇や、電力会社の値上げの影響などにより、対前
年２７億円の増となりました。

○修繕費は、大規模改修引当金の積立て終了と取崩し開始等による大幅な減に加え、前年
の補償金工事の減などにより、対前年４２０億円の減となりました。

○業務費は、ＪＲ他社との経費清算に伴う費用が減少したことなどにより、対前年４３億円の
減となりました減となりました。

○減価償却費は、８月の山梨リニア実験線の走行試験再開により増加した一方で、新幹線車
両や地上設備等の償却費の減少により、対前年６６億円の増です。

○これらの結果、営業利益は対前年４１９億円の増、経常利益は支払利息、長期債務早期返
済損の減少等により、対前年５８２億円の増、四半期純利益は４４０億円の増となりました。

○大規模改修工事がまだ本格化していないことや、山梨リニア実験線の減価償却費が８、９
月の２ヶ月分のみであることから、第２四半期決算だけをみると増益幅は見かけ上大きくなっ
ています。





○東海道新幹線の状況を断面輸送量でご説明します。

○東海道新幹線のご利用は、上期全体で前年比１０４％となりました。曜日別では、ビジネス
利 が多 は 観光利 が多 土休 も とな おり ビジネ 観光とも利用が多い平日は１０４％、観光利用が多い土休日も１０４％となっており、ビジネス、観光とも
に順調に推移しました。

○下期に入った１０月も ２８日までで１０２％と、大きな変化なく、堅調に推移しています。



○当社単体の通期業績予想の修正についてご説明します。

○運輸収入については、年初では、前年度に対し、上期、下期をそれぞれ１５億円の増、通期
億 増を見込ん タ ま たで３０億円の増を見込んでスタートしました。

上期の運輸収入は、対前年２００億円増となり、前回予想を１８５億円上回りました。
下期は、前回予想通りとし、通期の予想は、上期実績の前回予想からの増収分１８５億円を上
乗せし、１兆１，９０６億円と見込んでおります。

○営業費用については、山梨リニア実験線の走行試験再開の前倒しによる償却費の増や、電
力単価増に伴う動力費の増加などにより、前回予想から５０億円の増と見込んでいます。

○また、営業外損益については、財務体質の強化を図るため、下期に社債の早期償還を計画
し、これに伴う償還損を織り込み、営業外費用を前回予想から８０億円の増と見込んでいます。

○この結果、経常利益は前回予想に対して６０億円増の３，３１０億円、当期純利益は５０億円
増の２，１８０億円と見込んでおります。



○連結の業績予想についてご説明します。

○営業収益は、当社の運輸収入の増に加え、グループ会社は上期実績等に基づき各社積み
上げた結果 ジ イ 東海髙島屋 売上増等を織り込 連結全体 は前 予想 対上げた結果、ジェイアール東海髙島屋の売上増等を織り込み、連結全体では前回予想に対し
て２３０億円増の１兆６，２１０億円を見込んでおります。

○営業費用は単体の増に加え、ジェイアール東海髙島屋等における売上原価増などを織り込
み、連結全体で６０億円増の１兆１，７７０億円を見込んでおります。

○営業外損益は、ＪＲ東海における営業外費用の８０億円の増を織り込み、この結果、経常利
益は９０億円増の３，５６０億円、当期純利益は７０億円増の２，２９０億円と見込んでおります。益は９０億円増の３，５６０億円、当期純利益は ０億円増の ， ９０億円と見込んでおります。



○続いて、現在進めている主な施策とその進捗についてご説明します。



○まず、安全・安定輸送の確保、輸送サービスの充実についてご説明します。

○東海道新幹線については 土木構造物の健全性の維持・向上を図るため これまでの技術○東海道新幹線については、土木構造物の健全性の維持 向上を図るため、これまでの技術
開発の成果を活用して大規模改修工事に着手しました。

○また、脱線・逸脱防止対策をはじめとする地震対策を引き続き推進するとともに、新型車両
Ｎ700Ａの投入及びＮ700Ａの機能を反映するためのＮ700系の改造工事を進めるなど、安全・
安定輸送の確保と一層の輸送サービスの充実に取り組んでいます。



○次に営業施策の強化と鉄道以外の事業についてご説明します。

○営業施策については エクスプレス予約及びプラスＥＸサービスの会員数とご利用の拡大に○営業施策については、エクスプレス予約及びプラスＥＸサ ビスの会員数とご利用の拡大に
取り組むとともに、20年に一度の式年遷宮の年を迎えて盛り上がりをみせる伊勢神宮をはじめ
とした各方面への観光キャンペーンの展開を推進しています。

○鉄道以外の事業においては、既存事業の強化に努めるとともに、名古屋駅新ビル計画等の
プロジェクトを着実に進めています。



○次に山梨リニア実験線についてご説明します。

○山梨リニア実験線については 42 8km への延伸と設備更新の工事を完了させ 走行試験を○山梨リニア実験線については、42.8km への延伸と設備更新の工事を完了させ、走行試験を
当初計画より前倒しし８月より再開しました。

○今後は、営業線仕様の確認、超電導リニア技術のブラッシュアップやコストダウン等に取り
組んでいきます。



○次に中央新幹線計画についてご説明します。

○９月２０日に「準備書」を公告し、とりまとめた環境アセスメントの結果とともに具体的なルート
及び駅位置等を明らか ま た及び駅位置等を明らかにしました。

○また、１０月１８日までに９２回にわたる準備書の説明会を終え、準備書に関する意見募集等
の手続きを行っています。今後は準備書に対する沿線都県知事の意見を受け取った後、「評
価書」の取りまとめを行うことになります。






